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★利用案内★ 

 

● 新聞・雑誌をご覧になるなど、ご自由にお過ごしください。 

● 市内にお住まい・通勤・通学されている方、１人１０冊・２週間まで借りることができます。 

● 『貸出券』を持っていない方は、貸出申込書を書いて、カウンターにお持ちください。 

なお、福島市立図書館・西口ライブラリー・子どもライブラリー・各学習センター図書室・移動図書館

（しのぶ号）ですでに登録されている方は、同じカードが使えます。 

 

開室時間 月曜日～土曜日 ９：００～１８：００ 

          日曜日  ９：００～１７：００         貸出は９：３０からです 

休室日  火曜日・祝祭日・月末・年末年始 

蓬萊学習センター図書室 編集 ＴＥＬ ５４９－１８２１ 

福島市立図書館 発行     ＴＥＬ ５３１－６５５１ 
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のための楽しくて 

ためになる図書室と本のガイド 
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　理科の人見先生は、洋風の印象的な顔立ちで不思議な

自由さがある。中学一年生の瞳と正木くんは、そんな人

見先生に惹かれ、金曜の放課後に理科準備室で集まる関

係になる。３人で過ごすうちに、瞳は、自分と正木くん

の憧れには違いがあると気付きはじめ…。思春期の様々

な感情が交錯する物語。

　長く伸ばした自分の髪を寄付する「ヘアドネーショ

ン」。一人ひとりの思いが込められた髪は丁寧に処理さ

れ、医療用ウィッグに生まれ変わり、髪を失った子ども

たちのために使われる。

　この活動をリードするNPO「JHD&C（ジャーダッ

ク）」の取り組みを、ボランティアとして参加する子ど

もたちと、ウィッグを受け取る子どもたちを通して紹介

します。

　中学３年生の悠斗は、両親と認知症の祖父の４人暮ら

し。ある日、祖父が交通事故に遭い、意識がこんとんと

したまま入院することになった。しかも事故の相手か

ら、原因は祖父にあるとして損害賠償を求められてしま

う。相手側の意見に従うだけの父親に納得がいかない悠

斗は、本当に祖父だけが悪いのか？と疑問を抱き自ら情

報を集め、事故の真相を探る…。

　「世界中でママほどにくたらしい人はいないと感じる

時がある」

　ごく普通の中学生の志保は、母親との関係にそのよう

な思いを秘めていた。ある日、幼馴染の美月に誘われて

近所の幽霊屋敷探検に付き合うことになる。その出来事

がきっかけで、いままで見て見ぬふりをしていた母親と

のすれ違いに向き合わざるを得ない状況になっていく。

中学生の、母親に対する葛藤が丁寧に描かれています。

『よりみち３人修学旅行』

　小学校を卒業してもうすぐ中学生になる天馬・柊・風

知。３人はそれぞれ、突然の転校・インフルエンザ・不

登校という理由で修学旅行に行きそびれていた。柊の提

案で春休みを利用して自分たちだけの特別な修学旅行に

行くことになった。その行先とは…。

　不器用だけど優しくて、情に厚い男子３人の大冒険が

始まる。ハラハラな展開の中に涙あり笑いありの青春が

ギュッと詰め込まれた物語。こんな友達がほしくなる！

　市川 朔久子／著　講談社　（Y９１３－イチカ）

『理科準備室のヴィーナス』
　戸森 しるこ／著　講談社　（Y９１３－トモリ）

『髪がつなぐ物語』

　別司 芳子／著　文研出版　（B３６－ベツシ）

『満月の娘たち』
　安東 みきえ／著　講談社　（Y９１３－アンド）

『こんとんじいちゃんの裏庭』
　村上 しいこ／作　小学館　（Y９１３－ムラカ）



 

 

 

 

 

LGBT ってなんだろう？ 

この数年、メディアで「LGBT」（性的マイノリティ）という言葉を聞きます。なんとなくわかるものの、実

はよくわからない…という人も多いのではないでしょうか。学校や家庭では話題になることが少ないかも

しれません。そこで「LGBT」について調べてみました。 

私たちに備わる４つの「性（セクシュアリティ）」 

 生き方や自分らしさにもかかわるような広い意味での「性」のあり方を「セクシュアリティ」と言います。 

セクシュアリティは性に関する４つの要素が組み合わさってできており、様々なあり方が存在します。 

・体の性→生まれもった体の特徴によって、人を男性か女性に分ける 

・心の性→体の性に関係なく、その人が自分の性別をどのように感じているか 

・好きになる性→どの性別を恋愛や性的な関心の対象にするか 

・表現する性→服装、髪形、しぐさ、言葉遣いなどによって自分の性別を社会に対して、どのように表現するか 

「LGBT」って何の略？ 

「L」→レズビアン 女性として生まれ、自分のことを女性と認識して、女性を恋愛の対象とする人 

「G」→ゲイ 男性として生まれ、自分のことを男性と認識して、男性を恋愛の対象とする人 

「B」→バイセクシャル 恋愛の対象に性別が問題にならない人 

「T」→トランスジェンダー 体の性と心の性が一致せず、違和感を持っている人 

北米やヨーロッパで使われ始めた言葉で、自分たちを肯定的に語る言葉として、日本でも最近やっと使わ

れるようになりました。「セクシャルマイノリティ」とも言い、翻訳すると「性的少数者」「性的マイノリティ」と呼ば

れます。 

「男らしさ」と「女らしさ」の陰で…見えない「LGBT」 

 「男は男らしく」「女は女らしく」という考えに疑問を持ったことはありませんか？男らしく、女らしくといった

「らしさ」の根拠は一体どこにあるのでしょう。 

多くの男性は「体の性も心の性も男性、好きになる性は女性」で、多くの女性は「体の性も心の性も女

性、好きになる性は男性」かもしれません。以前はこの価値観が当たり前とされ、同時にそれしか許され

ない社会でした。しかし、人間の性のあり方というのはもっと複雑で多様であり、既存の価値観に当ては

まらない人達もいます。 

かつては「LGBT」の人達が、少数派として「異常」のレッテルを貼られ差別され、窮屈な生き方を強い

られてきました。近年は、その状況も変わりつつありますが、まだまだ日本では誤ったイメージが根付い

ており、理解が遅れています。 

今は LGBTに関する多彩な本

が次々に出版されています！    

図書館に来て調べてみてね。 

参考資料 「よくわかる LGBT」 藤井 ひろみ／監修 PHP研究所 （B36－ヨクワ） 

       「13歳から知っておきたい LGBT+」 アシュリー・マーデル／著 須川 綾子／訳 ダイヤモンド社 （367－マデル） 
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